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＊
能
力
纏
樋
発
綴
繍
、

訓
練
生
募
集
〃
”

　
中
高
年
の
皆
さ
ん
「
職
業
訓

練
」
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
魚
沼
職
業
訓
練
校
で
は
、
転
職

を
希
望
さ
れ
る
方
、
離
職
さ
れ
た

方
を
対
象
に
訓
練
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

☆
左
官
科
　
十
人

☆
建
設
科
十
人

☆
木
工
科
　
十
人

☆
建
築
科
　
十
人

☆
配
管
科
　
十
人

（
入
校
月
四
月
、
期
間
一
年
間
）

◎
訓
練
中
の
特
典

一
、
授
業
料
は
無
料
で
す
。

二
、
実
習
用
器
工
具
等
は
貸
与
し

　
ま
す
。

三
、
生
活
の
保
障
を
し
ま
す
。

◎
入
校
の
申
込
み

　
各
公
共
職
業
安
定
所
に
備
え
付

け
て
あ
る
訓
練
受
講
申
込
書
に
必

要
な
事
項
を
記
入
し
、
最
寄
り
の

公
共
職
業
安
定
所
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
訓
練
内
容
を
知
る
た
め

「
能
力
再
開
発
適
応
講
習
」
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
当
校

か
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
に

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校

（
曾
。
、
逝
嫉
岬
二
四
6
）

危
驚
越
灘
婁

　
昭
和
五
十
六
年
度
第
二
回
目
の

危
険
物
取
扱
者
講
習
会
が
次
の
と

お
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
対
象

者
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
対
象
者
　
消
防
法
第
十
三
条
の

　
五
の
規
定
に
よ
り
、
製
造
所
、

　
貯
蔵
所
、
ま
た
は
取
扱
所
に
お

　
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従

　
事
す
る
危
険
物
取
扱
者
ま
た
は

　
従
事
を
し
て
い
な
い
が
受
講
を

　
希
望
す
る
者

☆
日
時
、
会
場

　
三
月
八
日
、
長
岡
自
治
会
館
他

　
五
会
場
、
各
会
場
と
も
午
前
九

　
時
受
付
開
始

☆
受
講
申
請
受
付
期
間

　
昭
和
五
十
七
年
二
月
八
日
側

　
講
習
日
の
十
日
前
ま
で
に
（
受

　
講
申
請
書
は
役
場
に
用
意
し
て

　
あ
り
ま
す
）

☆
受
講
申
込
先

　
新
潟
県
新
潟
市
学
校
町
通
り
一

番
町
　
新
潟
県
総
務
部
消
防
防

　
災
課
危
険
物
係

☆
講
習
手
数
料

　
干
六
百
円
（
新
潟
県
収
入
証
紙

　
で
納
入
）

N
週
蟻
鱗
懲
協
雛
攣
校

（
漏
篠
鷺
饗
麗
祁
聾
＋
七

年
度
生
徒
蕪
叢
禽
、

　
N
H
K
の
教
育
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ

オ
第
二
放
送
の
「
高
校
講
座
」
を

利
用
し
て
、
高
校
普
通
課
の
課
程

を
学
習
す
る
N
H
K
学
園
高
校
で

は
、
次
の
要
領
で
昭
和
五
十
七
年

度
の
生
徒
募
集
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

☆
募
集
期
間
　
三
月
一
日
か
ら
四

　
月
十
五
日
ま
で
（
転
入
生
は
九

　
月
三
十
日
ま
で
）

☆
入
学
資
格
　
中
学
校
卒
業
ま
た

　
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力

　
を
有
す
る
人
（
旧
制
高
等
小
学

　
校
卒
業
者
に
は
入
学
資
格
認
定

　
試
験
の
制
度
が
あ
り
ま
す
）

☆
修
了
年
限
　
四
年

☆
初
年
度
の
納
入
経
費
　
四
万
一

　
千
五
百
円
（
教
材
費
、
生
徒
会

　
費
等
を
含
む
）

☆
入
学
案
内
請
求
先

　
⑰
九
五
〇
　
新
潟
市
弁
天
一
丁

　
目
　
N
H
K
新
潟
放
送
局
あ
て

．
ガ
戦
醗
霧
さ
㎏

熱
簸
澱
欝
集

　
十
日
町
市
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
左
記
の
と
お
り
訓
練
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

☆
養
成
訓
練

　
建
築
科
　
二
十
人
（
夜
間
）

　
建
築
製
図
科
　
三
十
人
（
夜
間
）

　
和
文
タ
イ
プ
科
　
二
十
人

　
　
　
　
　
　
（
昼
間
、
夜
間
）

☆
成
人
訓
練

　
経
理
事
務
科
　
三
十
人
（
昼
間
）

☆
転
職
訓
練
（
予
定
）

　
建
設
科
　
三
十
人
（
昼
間
）

　
配
管
科
　
二
十
人
（
昼
間
）

☆
申
込
締
切
日
　
五
十
七
年
三
月

　
十
五
日

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
市
一
・
同
等
職
業

訓
練
校
ま
で
（
曾
〇
二
五
七
五
i

二
－
三
八
〇
三
）

　
控

　
屋
根
の
雪
下
し
や
家
の
ま
わ
り

の
除
雪
、
雪
捨
て
等
の
た
め
支
出

し
た
経
費
が
五
万
円
ま
た
は
年
所

得
の
十
鰯
を
超
え
ま
す
と
、
そ
の

超
え
て
支
出
し
た
経
費
は
所
得
税

の
控
除
対
象
に
な
り
ま
す
。
　
（
昭

昭
五
士
ハ
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
）

　
支
出
の
確
認
の
た
め
領
収
書
が

必
要
で
す
が
、
そ
れ
が
困
難
な
場

合
に
は
家
計
簿
等
に
よ
る
支
払
事

実
の
確
認
で
も
差
し
支
え
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
税
務
署
ま
で

（
曾
〇
二
五
七
五
i
二
上
三
八
一
）

〈
訂
　
　
正
V

　
前
号
の
貝
野
中
学
校
体
育
館
と

清
津
峡
小
学
校
体
育
館
の
完
成
記

事
の
中
で
、
総
面
積
と
総
工
費
が

入
れ
替
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で

次
の
よ
う
に
訂
正
し
て
お
わ
び
い

た
し
ま
す
。

　
貝
野
㈲
体
育
館
　
面
積
五
百
五

十
九
㎡
、
総
工
費
九
千
六
百
万
円

余　
清
津
峡
㈲
体
育
館
　
面
積
六
百

二
十
八
㎡
、
総
工
費
一
億
五
百
万

余

懲・

ゆ初
1※

さと
〆
，
嬬

膨雌

西
砂

、
ぐ煮

細
熟
掴
詫
鼻

　
雪
ふ
釜
葵

～
墨

　　住宅金融公庫個人
　住宅建設資金申込み
　　受付けのお知らせ

◎受付期間　昭和57年1月28
　日休｝から3月1日し月1まで

◎選定方法　選考（無抽選）によ

　り行います。

◎融資額　木造住宅（80㎡以上）

　の場合　480万～500万円

　（老人等同居による割増し等が

　あります）

◎利率年5．5％
◎返済期間　木造の場合25年以

　内

◎申込場所　住宅建設場所と同一

　県内の「住宅金融公庫業務取扱

　店」と表示した金融機関

◎詳しいことは、住宅金融公庫北

　関東支所（曾0272酬32－6655）

　またはお近くの公庫業務取扱金

　融機関でご相談ください。

④
・
㊥
・
＠
⑱

＊
産
　
声
＊

勇
樹
（
太
嶋
誠
司
）
芋
沢

貴
彦
（
樋
口
恒
雄
）
モ
溝

智
子
（
吉
楽
金
一
）
宮
中

真
澄
（
山
田
　
満
）
通
り
山

直
人
（
関
谷
今
朝
雄
）
田
沢

菜
緒
子
（
太
島
康
太
郎
）
芋
　
沢

寛
子
（
吉
楽
信
蔵
）
宮
中

勉
（
吉
田
晃
）
新
屋
敷

＊
昇
　
天
＊

志
田
　
廣
吉
　
　
64
　
　
土
　
倉

鈴
木
　
ミ
ブ
　
　
88
　
　
重
　
地

吉
楽
寛
一
　
55
　
宮
中

富
井
マ
ツ
ノ
　
　
81
　
　
市
之
越

上
原
　
テ
ル
　
　
68
　
　
通
り
山

編
集
後
記

　
昨
年
の
今
こ
ろ
は
、
積
雪
三
．

七
m
を
記
録
し
、
雪
掘
り
に
明
け

暮
れ
る
毎
日
で
し
た
。
今
年
は
、

三
日
現
在
一
・
四
m
と
昨
年
の
半

分
以
下
の
積
雪
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
冬
は
、
何
か
と
体
を
動
か
す
機

会
が
少
な
く
な
り
が
ち
で
す
の
で
、

晴
れ
た
日
は
、
大
い
に
外
で
体
を

動
か
し
た
い
も
の
で
す
。

　
県
の
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
広

報
な
か
さ
と
十
月
号
が
努
力
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
賜
物
と
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
、
読

ま
れ
る
広
報
紙
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
り
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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集落別転作面積
一56年度配分と達成率一

＊
…
こ
の
ほ
ど
、
昭
和
五
十
七
年
度
の
中
里
村
転
作
目
標
面
積
が
決
定

＊
…
し
ま
し
た
。
村
全
体
の
目
標
面
積
は
、
胴
一
7
六
診
で
、
昨
年

＊
…
よ
り
二
・
O
診
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
転
作
は
典
型
的
な
米
作
単

＊
．
．
．
作
地
帯
の
中
里
村
に
と
っ
て
と
て
も
大
変
な
間
題
で
す
が
、
皆
で

＊
．
。
．
取
り
組
み
解
決
し
て
行
く
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
こ
の
転

＊
．
．
．
作
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭
和
三
十
年
以
降
の
農
業
の
発

展
は
、
国
民
経
済
の
発
展
と
、
国

民
生
活
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
し

て
き
ま
し
た
。

　
農
業
就
業
人
口
は
、
三
十
四
年

か
ら
五
十
四
年
に
か
け
て
半
減
し

ま
し
た
が
、
農
業
生
産
は
、
約
四

＊＊＊＊＊＊

割
増
加
し
、
農
業
の
労
働
生
産
性

は
、
三
倍
に
向
上
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
に
農
業
生
産
物
も
大
き

く
変
化
し
、
畜
産
物
、
野
菜
、
果

実
の
生
産
が
増
加
す
る
一
方
、
麦

大
豆
等
の
畑
作
物
の
生
産
が
減
少

し
ま
し
た
。
ま
た
米
は
、
四
十
一

年
に
完
全
自
給
を
達
成
し
た
後
、

四
十
三
年
以
降
は
、
供
給
過
剰
の

状
態
が
続
い
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

す
。
こ
う
し
て
、
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

国
の
食
糧
供
給
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

は
、
米
、
野
菜
、
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
積

実
、
畜
産
物
の
大
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
面

分
を
自
給
し
、
麦
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
作

大
豆
、
飼
料
作
物
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
転
物

大
部
分
を
輸
入
に
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
作

存
す
る
形
と
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
定

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
備

　
こ
う
し
た
中
で
、

農
作
物
の
需
給
均
衡

を
回
復
す
る
た
め
に
、
四
十
五
年

か
ら
、
米
の
生
産
調
整
が
始
ま
り

そ
の
後
、
五
十
三
年
か
ら
十
力
年

計
画
で
、
水
田
利
用
再
編
対
策
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

そば1，651
大　　　豆　2，272

飼料作物　1，685

小　　計5，608
果樹その他　　120

ト　マ　ト　　668

玉　ネ　ギ　　420

レンコン　1，403

な　　　す　　163

かぼちゃ　 119

食用馬鈴薯　　115

すいか　137
その他野菜　1，457

ノ」、　　　　言十　　4，482

た　ば　こ　　703

花　　　卉　　157

種　　　苗　　286

そ　の　他　　300

小　　　計　1，446

合　　　計11，6駈

2．永年性作物

3．一般作物

転
作
の
ね
ら
い

　
最
近
、
稲
作
技
術
の
向
上
に
伴

い
米
の
生
産
量
は
加
速
度
的
に
増

え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方

で
は
、
食
生
活
の
向
上
と
と
も
に

国
民
の
米
離
れ
と
い
う
皮
肉
な
結

果
が
生
じ
、
昨
年
の
秋
で
政
府
保

管
の
余
り
米
が
約
五
〇
〇
万
ト
ン

に
も
な
っ
て
、
い
ま
す
。

　
米
か
ら
離
れ
た
分
は
、
当
然
パ

ン
や
メ
ン
類
、
そ
の
他
の
食
品
に

か
わ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
ら

の
原
料
と
な
る
大
豆
、
麦
、
そ
ば

な
ど
米
以
外
の
殻
物
の
国
内
自
給

率
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
ほ
と
ん
ど

輸
入
に
た
よ
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か

ら
も
安
心
し
て
米
づ
く
り
を
す
る

た
め
に
は
、
長
期
的
な
展
望
に
立

っ
て
均
衡
の
と
れ
た
農
産
物
の
生

産
を
す
す
め
て
行
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
水
田
利

用
再
編
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

転

集落名
56年度
配　分

56年度

達成率
集落名

56年度

配　分

56年度

達成率

芋　　沢 17，452 62％ 東田尻 20，475 116％

田沢本村 17，679 82 西田尻 2，030 152

東田沢 45，809 133 西　　方 10，772 187

桂 14，774 93 角　　間 9，329 122

如来寺 105，010 100 葎　　沢 8，575 116

豊　　里 11，839 116 小　　出 31，469 104

上　　山 80，159 96 倉　　下 4，650 144

田　　中 13，541 69 土　　倉 14，941 103

小　　原 31，751 107 牧　　畑 8，540 101

干　　溝 39，479 99 新屋敷 16，175 116

荒　　屋 17，250 106 本屋敷 21，126 106

山　　崎 4，106 93 堀之内 34，130 110

通り山 26，β31 108 宮　　中 19，503 101

芋川新田 26，418 97 倉俣本村 96，890 100

桔梗原 10，927 98 芋　　川 43，210 110

高道山 29，939 124 新　　里 8，500 121

朴木沢 39，924 118 原　　町 13，226 107

朴木沢新田 9，190 108 重　　地 33，130 118

市之越 53，749 102 下　　山 9，573 46

鷹　　羽 3，660 52 清田山 19，307 153

自羽毛 34，408 106 田　　代 25，813 122

程　　島 21，528 117

　
昭
和
五
十
六
年
度
は
、
転
作
目

標
面
積
の
大
幅
な
増
加
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
り
、
転
作
目
標
面
積
の
一

〇
七
％
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
転
作
目
標
は

達
成
し
た
も
の
の
、
戸
々
の
農
家

を
見
ま
す
と
、
減
反
面
積
を
何
枚

か
の
田
ん
ぼ
で
、
そ
れ
も
バ
ラ
バ

ラ
に
消
化
し
て
い
る
状
態
で
す
。

　
ま
た
、
栽
培
作
目
だ
け
で
も
五

十
種
類
に
も
の
ぼ
り
、
生
産
量
が

ま
と
ま
ら
ず
、
出
荷
す
る
ま
で
に

い
た
っ
て
い
な
い
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
力
で
転
作
田
を
消

化
し
て
行
く
と
い
う
形
で
は
、
こ

れ
か
ら
の
水
田
利
用
再
編
対
策
に

対
応
し
て
い
け
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
中
里
村
で
は
、
ほ
ん
の
一
部
で

の
集
団
化
さ
れ
た
地
区
を
除
き
、

ほ
と
ん
ど
が
バ
ラ
バ
ラ
で
転
作
を

消
化
し
て
い
ま
す
が
、
水
利
、
排

水
、
作
業
等
を
考
え
る
と
転
作
田

を
一
定
の
地
域
に
集
め
て
実
施
す

る
方
が
ど
れ
だ
け
有
利
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
し
か
も
転
作
奨
励
金
の

加
算
が
つ
き
、
計
画
加
算
だ
け
で

も
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
き
八
万

円
（
村
単
独
上
乗
せ
分
含
む
）
も

違
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
集
落
ぐ

る
み
で
転
作
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
　
「
オ
ラ
方
は
無
理
」
と

あ
き
ら
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
、
全
集
落
か
ら
転
作
定

着
化
推
進
委
員
を
選
ん
で
い
た
だ

き
、
区
長
、
農
区
長
と
力
を
合
せ

て
、
転
作
田
の
集
団
化
を
す
す
め

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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倉
俣
の
岡
村
イ
セ

さ
ん
が
、
昭
和
五
十

三
年
尺
県
の
農
村

婦
人
地
域
リ
ー
ダ
ー

に
認
定
さ
れ
た
の
を

機
会
に
、
倉
俣
地
区

に
生
活
改
善
グ
ル
；

プ
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
グ
ル
ー
プ
の
活

動
の
一
環
と
し
て
、

中
魚
沼
農
業
改
良
普

及
所
の
指
導
を
受
け

転
作
田
を
利
用
し
て

加
工
な
す
の
栽
培
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
加
え
て
昨
年

は
深
ミ
ド
リ
メ
ロ
ン

　
（
4
ア
ー
ル
）
の
試

作
を
し
ま
し
た
。
初

め
て
の
作
付
け
の
た

め
普
及
所
の
指
導
を

受
け
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
成
果
は
、
一
箱
五
箇
入
り
で

百
箱
余
り
を
農
協
を
通
じ
て
出
荷

し
ま
し
た
が
、
お
盆
前
の
高
値
の

時
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一

箱
五
〇
〇
円
～
一
〇
〇
〇
円
台
の

安
値
で
取
引
き
さ
れ
、
今
回
は
採

算
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
も

う
少
し
栽
培
面
積
を
多
く
す
れ
ば

採
算
べ
ー
ス
に
乗
せ
る
こ
と
が
で

き
る
と
改
善
グ
ル
ー
プ
の
人
は
意

気
込
ん
で
い
ま
す
。

おいしいメロンはいかが

　
如
来
寺
の
水
稲
栽
培
組
合
で
は

昨
年
、
原
の
転
作
田
に
大
豆
を
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
栽
培
し
ま
し
た
。

　
大
豆
の
栽
培
は
、
初
め
て
の
試

み
の
た
め
、
中
魚
沼
農
業
改
良
普

及
所
の
指
導
を
受
け
て
栽
培
さ
れ

ま
し
た
。

　
春
、
大
豆
を
じ
か
ま
き
し
た
後

は
、
収
穫
ま
で
あ
ま
り
手
間
が
か

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
脱
穀
と

選
別
に
は
相
当
の
手
間
を
必
要
と

し
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
栽
培
に
し
て
は
、
十

ア
ー
ル
当
り
二
一
〇
㎏
（
三
魚
沼

の
平
均
二
一
二
七
・
○
北
陸
農
政
局

調
べ
）
と
予
想
以
上
の
収
穫
が
あ

り
、
大
豆
の
売
上
と
、
転
作
奨
励

金
を
合
わ
せ
る
と
、
米
作
に
近
い

収
益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

轡．諒撫
　中里村では、湿田が多く転作に適した作物が少

なくて、転作は悩みの種ですね。湿田では、大豆

にしてもソバにしてもなかなかうまくいきません

し、転作田に手間をかけるよりも、日雇いに出た

方が手っ取り早く現金収入を得られるので、これ

からも転作田の有効利用は難かしいと思います。

しかし、これも国の政策ですから、少しでも米以

外の自給率の低い穀物の栽培に力を入れて行くよ

うに努力をしたいと思っています。

轡．蕪撫．
　先祖から受け継いだ田んぼを荒すことができな

いので、採算がとれなくても作っているといった

現状です。加工トマトが比較的良いので今年は作

付面積を増そうと思っていたやさき、加工トマト

も減反でしょう。農業がこんな状態ですので、息

子にも無理矢理農業を継がせるわけにも行きませ

ん。これも国の政策ですので仕方ありませんが、

一日も早く若い人が農業に希望を持てるような政

策を取ってもらいたいと思います。

豆よたくさんとれてくれ

た
。　
今
年
は
大
豆
一
本
に
ま
と
め
て

転
作
割
当
て
面
積
を
消
化
し
て
行

き
た
い
と
、
大
豆
栽
培
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

囹
圓
回
因
圃

　
転
作
は
、
水
田
に
畑
作
物
を
栽

培
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
技
術
的

に
難
か
し
い
面
が
あ
り
ま
す
し
、

作
付
け
ら
れ
た
野
菜
類
は
、
全
国

的
に
み
ま
す
と
飽
和
状
態
に
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
、
全
国
各
地
で
転
作
田

の
有
効
利
用
に
努
力
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
中
里
村
で
も
昨
年
少
し
で
も
転

作
田
の
有
効
利
用
を
図
り
た
い
と

村
単
で
六
事
業
を
実
施
し
、
九
百

万
円
近
い
村
費
を
つ
い
や
し
ま
し

（単位円）
奨励補助金のしくみ

区　　　　　　　　分

基本額
（平均）

（襯鷲）

加　算　額
計画加算

（鵬に応）

団地化加算

（定額）

転
作
奨
励
補
助
金

特定作物
大豆、飼料作物、麦、そば、

てん菜
48，000

6，500

10，000

永年性作物

果樹（植栽後5年以内のもの）

桑その他の木本性作物等（植
栽後3年以内のもの）

48，000 10，000

一般作物等

特定作物、永年性作物以外の

作物等
－・一．一一・曹。り一〇。哺，一．．．〇一・9－o●・一一一・一一一〇〇，一一・。●・

野　菜

33，000

0一一■一一．o畢一一．

28，000 5，000

　7，500

　7，500

地域振興作物 当村の場合はスイートコーン 33，000 7，500

管理転作奨励

補　　助　　金

転作の場合 33，000 5，000 7，500

保全管理の場合 33，000

一 一
土地改良通年施

行補助金
土地改良事業の通年施行を実
施した場合

33，000

一 一

た
。　
今
年
も
、
さ
ら
に
転
作
田
の
集

団
化
を
進
め
、
安
心
し
て
作
物
が

作
ら
れ
る
よ
う
に
次
の
六
事
業
の

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
①
計
画
地
区
転
作
定
着
化
事
業

②
野
菜
価
格
安
定
対
策
事
業
③
大

豆
共
済
事
業
④
水
田
利
用
再
編
対

策
集
落
推
進
事
業
⑤
転
作
用
種
子

無
償
配
布
事
業

※
昨
年
と
多
少
違
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
村
と
し
て
は
村
財
政
が

厳
し
い
状
態
の
中
で
も
、
転
作
へ

の
重
点
的
施
策
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
あ
く
ま
で

転
作
実
施
者
の
ご
努
力
が
な
け
れ

ば
有
効
に
活
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
は

じ
め
か
ら
投
げ
や
り
の
転
作
で
は

村
単
事
業
に
つ
い
て
、
村
民
の
理

解
は
得
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
減
反
政
策
は
、
長
期
的

に
継
続
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
、

転
作
面
積
を
い
つ
ま
で
も
受
動
的

に
消
化
し
て
い
る
と
、
中
里
村
の

農
業
の
衰
退
を
招
く
ば
か
り
で
な

く
、
他
産
地
に
遅
れ
を
取
薗
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。
村
と
し
て
は
、

今
後
も
転
作
田
の
有
効
利
用
に
一

層
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

村
民
の
皆
様
の
転
作
へ
の
ご
理
解

と
積
極
的
な
ご
努
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
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進学・転勤の月です
　転出入届けは14日以内に

麟

戸
籍
、
年
金
の
こ
と
な
ど
皆
さ

ん
の
生
活
に
深
い
か
か
わ
り
を
も

つ
事
務
は
、
社
会
誤
住
民
係
で
行

っ
て
い
ま
す
。

　
三
月
、
四
月
は
、
卒
業
や
転
勤

の
届
け
が
多
い
た
め
窓
口
が
混
雑

い
た
し
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

おはようございます。お気鰹にどうぞ

の
み
）
、
国
民
健
康
保
険
証
（
加

入
者
の
み
）
、
印
鑑
、
転
出
先
の

住
所
（
地
番
ま
で
詳
し
く
）

囲
新
住
所
地
で
転
入
届
を
し
な
い

と
、
中
里
村
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
こ

に
も
住
所
が
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
自
分
の
住
所
（
本
籍
地
）

は
、
正
確
に
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

印
鑑
登
録
は
本
人
が

　
印
鑑
登
録
、
印
鑑
証
明
書
の
発

行
は
、
あ
な
た
の
財
産
と
権
利
を

守
る
大
切
な
も
の
で
す
か
ら
原
則

　
　
　
　
　
　
　
の

と
し
て
本
人
が
お
い
て
く
だ
さ
い
。

印
鑑
登
録

＊
…
交
通
災
害
共
済
…
＊

　
一
日
一
円
の
新
潟
県
交
通
災
害

共
済
は
、
不
幸
に
も
交
通
事
故
に

あ
わ
れ
た
方
へ
、
会
員
相
互
の
助

け
合
い
に
よ
っ
て
見
舞
金
を
支
給

す
る
制
度
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
　
　
σ

　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
り

　
　
　
　
　
　
　
蹴
び

住
所
の
異
動
は

　
　
必
ず
届
け
出
を

　
世
帯
主
は
、
世
帯
員
に
変
動
が

あ
る
場
合
は
届
け
出
の
義
務
が
あ

り
ま
す
。
他
の
市
町
村
へ
の
転
出

入
は
も
ち
ろ
ん
、
村
内
で
住
所
を

移
し
た
と
き
も
届
け
を
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
届
け
を
き
ち
ん
と
し
て
お
か
な

い
と
、
お
子
さ
ん
の
入
学
、
選
挙
、

病
気
な
ど
に
な
っ
た
と
き
、
あ
な

た
自
身
が
困
り
ま
す
。

團
囚
圓
，

　
中
里
村
に
転
入
し
て
き
て
か
ら

十
四
日
以
内
に
、
本
人
ま
た
は
世

帯
主
が
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類

　
前
住
所
地
の
市
町
村
長
が

発
行
し
た
転
出
証
明
書
、
印

鑑
、
国
民
健
康
保
険
証
（
加

入
世
帯
）
、
国
民
年
金
手
帳

（
加
入
者
の
み
）

　
中
里
村
外
に
住
所
を
移
す

と
き
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類

　
国
民
年
金
手
帳
（
加
入
者

　
登
録
す
る
印
鑑
は
、
欠
け
て
い

る
も
の
、
変
形
し
や
す
い
も
の
、

規
格
外
の
も
の
な
ど
は
登
録
で
き

ま
せ
ん
。
本
人
申
請
の
場
合
で
も

バ
イ
ク
の
免
許
証
な
ど
、
自
分
を

証
明
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

“
す
で
に
登
録
証
の
交
付
を
受
け

ら
れ
た
方
は
、
登
録
証
を
持
参
し

な
い
と
証
明
書
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

戸籍の謄本、抄本　　　　1通　200円

原戸籍、除籍の謄本、抄本1通300円

戸籍の記載事項証明

　　　　　　　証明事項1件　100円

戸籍の附票の写し　　　1枚100円

住民票の写し　　　　　1件100円

印鑑登録証明書　　　　1枚100円

印鑑登録証　　　　　　　1枚　100円

身分証明証　　　　　　1枚　100円

み“3～」・函

鷲

証明書等の手数料

⑬⑬⑩⑪⑪⑪⑳蹴勘⑳⑪⑪⑬o⑬のoゆ⑬⑳⑪¢

　
現
在
、
五
千
人
を
超
す
方
か
ら

加
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
三
月
三
十
一
日
で
保
険

期
間
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
五

十
七
年
度
の
加
入
募
集
を
行
い
ま

す
。
　
先
般
、
村
政
事
務
嘱
託
員
さ
ん

を
通
じ
て
、
会
費
払
込
書
と
加
入

及
び
見
舞
金
に
つ
い
て
の
案
内
書

を
配
布
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

家
族
そ
ろ
っ
て
の
加
入
を
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
。
揖
金
は
一
人
一

年
間
三
百
五
十
円
で
す
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

◎
軽
徴
な
被
害
（
自
転
車
で
転
倒
）

§
直
彰
葭
Ψ
血
蚕
ワ
直
呂
▼
皇
Ψ
婁
▼
婁
▼
△
呂
ワ
段
▼
▲
呂
Ψ
直
蝉
e

　
　
　
　
　
　
　
お
て
功
た
ま

　
　
　
　
　
　
　
圭

親子で楽しむ体操

で
あ
っ
て
も
、
た
だ
ち
に
（
二
十

四
時
間
以
内
）
警
察
に
連
絡
を
し

て
確
認
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
軽
い
け
が
で
も
医
師
の
診
断
を

う
け
て
く
だ
さ
い
。
（
入
院
、
通

院
が
七
日
以
上
な
い
と
支
給
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
）

◎
ど
の
よ
う
な
け
が
で
も
、
交
通

事
故
に
あ
っ
て
か
ら
一
年
以
内
に

請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
見
舞
金
を
請
求
す
る
と
き
は
、

印
鑑
持
参
の
う
え
次
の
書
類
を
添

え
て
社
会
課
住
民
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
…
…
加
入
者
証
⑭
交
通

事
故
証
明
書
⑥
医
師
の
診
断
書

（
交
通
災
害
共
済
専
用
の
診
断
書

が
住
民
係
へ
あ
り
ま
す
）

　
詳
し
く
は
、
社
会
課
住
民
係
ま

で
（
曾
二
五
一
一
　
内
線
三
二
）
§

山登りげ一ム

　父子が立って両手をつなぎ、子供が

父さんのヒザからおなか、胸へと登っ

いきます。肩まで登りつめたら登頂成

というわけです。子供の手や足腰がき

えられ、お父さんも腹筋の鍛練ができ

す。

　
　
“

　
　
　
笥
虻

＼
＼

手押し車
’1

』、

z
影

子供に腕立て伏せの姿勢をとらせます。

そして親が、その子の両足を持ち上げて

「ヨイショ、ヨイショ」と進ませると、

ヒジから上の腕を鍛えられるほか、関節

をやわらかにする効果があります。　　

ふねこぎ
　親は足を押ばしてすわり、そ

の上に子供も足を伸ばし、向い

合ってすわります。そしてお互

いに腕を伸ばし両手を握ぎり、

そのままの姿勢でどちらかがオ

ールをこぐように体を後にそら

せ、それを交互に繰り返します。

羅
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税
の
申
出
目

…
…
，
＊
三
月
十
五
日
ま
で
＊
■
≧
垂
肇

今
年
も
税
の
申
告
期
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。

　
“
申
告
は
お
早
め
に
”

　
村
県
民
税
は
、
前
年
の
所
得
（
昭

和
五
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
に
得

た
所
得
）
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
の
で
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
と
は
、
一
年
間
に
得
た
収

入
金
額
か
ら
そ
の
収
入
金
額
を
得

る
た
め
の
必
要
経
費
を
差
し
引
い

た
も
の
で
す
。

扶
養
の
認
定

　
配
偶
者
控
除
…
…
自
己
の
妻
ま

た
は
夫
で
五
十
六
年
十
二
月
三
十

一
日
（
年
の
途
中
で
死
亡
し
た
人

は
、
死
亡
し
た
日
）
現
在
生
計
を

同
一
に
す
る
人
で
あ
っ
て
、
五
十

六
年
中
の
所
得
が
次
の
①
～
④
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
に
つ
い

て
は
二
十
二
万
円
（
老
人
控
除
対
象

鯨威
　
　
謙
蝦
　
，
》
詮

　
　
　
ロ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
贈
サ

　
　
　
内

　
　
　
畜

．
麟

配
偶
者
に
該
当
す
る
と
き
は
二
十

三
万
円
）
を
所
得
か
ら
差
し
引
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
所
得
の
な
い
人

②
給
与
所
得
等
だ
け
の
人
で
、
そ

　
の
合
計
額
が
二
十
九
万
円
以
下

　
の
人
　
※
給
与
所
得
等
と
は
、

　
自
己
の
勤
労
に
よ
る
事
業
所
得

　
や
恩
給
所
得
、
退
職
所
得
、
雑

　
所
得
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

③
給
与
所
得
等
以
外
の
所
得
だ
け

　
の
人
で
、
そ
の
合
計
額
が
十
万

　
円
以
下
の
人

④
給
与
所
得
等
と
給
与
所
得
以
外

　
の
所
得
と
が
あ
る
人
で
、
次
に

　
よ
り
計
算
し
た
金
額
が
十
万
円

　
以
下
の
人
（
給
与
所
得
等
の
合

　
計
額
×
1
0
一
2
9
）
＋
（
給
与
所
得
等

　
以
外
の
所
得
の
合
計
額
）

※
老
人
控
除
対
象
配
偶
者
と
は
、

控
除
対
象
配
偶
者
の
う
臨

ち
、
年
齢
七
十
歳
以
上
酬

（
明
治
四
十
五
年
一
月
湘

一
日
以
前
生
れ
）
の
人
蜘

で
障
害
者
に
該
当
し
な
酬

い
人
を
い
い
ま
す
。

扶
養
控
除

　
扶
養
親
族
に
つ
い
て

は
、
次
の
金
額
を
所
得

か
ら
差
し
引
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

一
人
に
っ
き
▼
一
般
の

扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
二
十
二
万

円
　
▼
老
人
扶
養
親
族
一
人
に
つ

き
〔
同
居
す
る
老
親
等
二
十
六
万

円
。
そ
の
他
の
老
人
扶
養
親
族
二

十
三
万
円
）

　
扶
養
親
族
と
は
（
認
定
日
は
配

偶
者
控
除
と
同
じ
）
、
で
生
計
を

同
一
に
す
る
親
族
（
配
偶
者
除
く
）

や
知
事
に
養
育
を
委
託
し
た
児
童

及
び
養
護
施
設
に
委
託
さ
れ
た
老

人
の
う
ち
、
五
十
六
年
中
の
所
得

が
前
記
の
①
～
④
に
該
当
す
る
人

を
い
い
ま
す
。

　
老
人
扶
養
親
族
と
は
、
扶
養
親

族
の
う
ち
年
齢
七
十
歳
以
上
で
障

害
者
に
該
当
し
な
い
人
を
い
い
ま

す
。
同
居
す
る
老
親
等
と
は
、
老

人
扶
養
親
族
の
う
ち
納
税
者
ま
た

は
納
税
者
の
配
偶
者
の
直
系
尊
属

（
父
母
や
祖
父
母
な
ど
）
と
同
居

を
常
況
と
し
て
い
る
人
を
い
い
ま

す
。☆
申
告
相
談
日
は
、
七
ぺ
ー
ジ
の

　
行
事
予
定
に
載
っ
て
い
ま
す
．

　
「
ほ
ん
と
う
の
福

祉
は
、
や
は
り
在
宅

福
祉
で
す
。
い
か
に

り
っ
ぱ
な
施
設
が
整

い
外
部
か
ら
見
て
快

適
な
生
活
を
送
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
て

も
施
設
で
の
生
活
は

必
ず
し
も
本
人
の
欲

し
て
い
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

の
家
に
い
て
肉
親
た

ち
の
暖
か
い
介
護
が

あ
っ
て
こ
そ
、
ほ
ん

と
う
の
福
祉
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
」

こ
れ
は
、
長
野
県
上

田
市
の
精
薄
者
施
設

「
ひ
も
ろ
木
園
」
の

園
長
さ
ん
の
お
話
で

す
。

　
福
祉
と
い
う
．
言
葉
の
意
味
は
、

時
代
と
と
も
に
変
っ
て
き
て
い
ま

す
。
た
と
え
老
人
福
祉
の
た
め
に

施
設
を
作
っ
た
り
、
年
金
を
増
額

　皆様の暖かいご協力によりまして、歳末

たすけあい募金に399，375円のご寄付をい

ただきました。中でも藤田木材さん・高橋

幸作さん、中里村農協生産課の皆さんには

多額な援助をいただきましてありがとうご

ざいました。皆様からいただきました浄財

を次のように配分いたしましたので、ご協

力をいただきました皆様にお礼を兼ねまし

てご報告いたします。

　　精薄児施設等　　40，000円

　　心身障害児（者）40，000円

　　一人（ねたきり）暮し老人118，000円

　　低所得世帯　　　30・000円

　　母（父）子世帯　　70・000円

　　長期療養者　　　64，000円

　　諸経費（印刷・郵送代他）31，300円

　　57年度繰越金6，075円計399，375円
，隅11“II，Olllll－911剛μOI闘μ㎎酬隅5”1■”蝉胴00臼1即剛瀧脚卿㎜瞬1匠剛即叩僻聖U髄，齢酢旧li『闘期1μ1旧1髄陶ll聖1”，闘ll旧Olロ11”量閣III”II叫ll

し
て
も
、
ほ
ん
と
う
の
福
祉
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
や
は
り
楽
し
い
老

後
は
、
地
域
の
人
々
の
暖
か
い
思

い
や
り
の
心
が
必
要
で
す
。
こ
の

よ
う
に
こ
れ
か
ら
は
、
物
資
的
な

面
と
合
せ
て
、
心
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
サ

ー
ビ
ス
は
、
地
域
の
人
々
の
連
帯

感
を
な
く
し
て
は
育
ち
ま
せ
ん
。

　
最
近
、
都
市
化
、
核
家
族
化
が

進
ん
で
、
社
会
的
連
帯
感
が
薄
れ

て
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
私

た
ち
は
、
豊
か
な
心
を
持
つ
よ
う

に
努
め
、
人
間
愛
、
隣
人
愛
、
郷

土
愛
を
育
て
て
行
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
先
が
け
と
な
る
の
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
バ
ス

に
乗
っ
て
隣
の
老
人
に
席
を
譲
る

の
も
、
り
っ
ぱ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ

活
動
で
す
。

　
中
里
村
に
も
、
こ
う
し
た
奉
仕

活
動
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま

す
。
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

鑓墨

、
．
加
彰

”
糠

多
顔
象
6

鯨
曜難

、晦

六花園のなす畑の草取り

こ
う
し
た
人
た
ち
の
輪
を
広
げ
、

地
域
ぐ
る
み
の
福
祉
を
育
て
て
行

く
た
め
に
、
婦
人
民
生
委
員
さ
ん

を
中
心
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

グ
ル
ー
プ
を
育
成
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
婦
人
会
、
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
等

を
通
じ
話
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
趣
旨
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ

き
ま
し
て
組
織
づ
く
り
に
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
義

①
自
発
的
行
為
で
あ
る
こ
と
。

②
営
利
を
目
的
に
し
な
い
こ
と
。

③
福
祉
に
つ
な
が
る
行
為
で
あ

　
る
こ
と
。

中
里
村
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

☆
施
設
慰
問
　
高
道
山
婦
人
会
、

　
　
　
貝
野
婦
人
会
、
里
菊
奉
仕

　
　
　
団
、
弥
生
会

☆
年
賀
状
送
付
　
藤
ノ
木
正
さ
ん

・
詳
し
く
は
、
中
里
村
社
会
福
祉

　
協
議
会
ま
で
（
社
会
課
　
内
線

　
三
五
）
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麟融簿
　国民年金の保険料は4月から翌

年の3月分までを一一括して納付す

ることができます。こうしますと

2カ月ごとに納める手数もはぶけ

保険料もF記のように割引きとな

ります。

　前納を希望される方は、社会課

年金係までご連絡ください。

　なお、保険料はこの4月から1

ヵ月につき5，220円に、付加保険

料はいままでどおり1カ月400円

となります。

定額保険料

　5220円x12カ月…62，640円
●定額前納保険料………　61，130円

定額＋付加保険料

　（与220＋400）×12カ月

　　　　　　　　　・6驚440円

定額前納＋付加前納保険料

　　　　　　　　　　・65810円

　　　　　　劣

曲盈
縛卿圃馬
。切れた電線やトランスには、絶

　対に触れないでください。

・切れた電線を見つけたら、東北

　電力にお知らせください。

訪問販売に十分注意を！

　東北電力の社名等で脱臭扇（ト

　イレットファン）を訪問販売す

　る業者がありますが、東北電力

　では脱臭扇の販売等は行ってい

　ませんのでご注意ください。

　
　
／
∩

　
つ
＼

で
、

（

多
萎
多
蓼
萎
、
’
多
嚢
嚢
ヨ
憂
髪
づ
萎
妻
’
髪
髪
髪
髪
蓑
多
萎
多
づ
三
多
髪
髪
髪
多
垂
髪
葦
萎
菱
妻
霧
ぎ
菱
髪
髪
髪
多
瑳
妻
髪
髪
髪
多
萎
孝
萎
髪
4
髪
箋
多
髪
多
孝
髪
憂
萎
多
髪
4
萎
髪
萎
髪
髪
萎
髪
髪
蓑
蓑
髪
望
髪
髪
萎
髪
髪
萎
嚢
髪
髪
髪
護
髪
髪
髪
彦
4
‘
髪
髪
－
細

癒難鞠驚

　
蓼
砦
需
慕
慕
曹
留
饗
慕
鼎
鼎
慕

中
里
村
に
花
卉
の
栽
培
が
取
り

入
れ
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
八

年
の
こ
と
で
す
。
現
在
、
ユ
リ
、

ス
ズ
ラ
ン
の
球
根
生
産
量
で
は
県

内
で
も
有
数
の
産
地
に
成
長
し
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
の
水
田
利
用
再

編
対
策
に
よ
り
、
転
作
作
物
と
し

て
注
目
を
集
め
、
生
産
量
が
全
国

的
に
増
加
し
て
き
て
い
る
中
で
、

花
卉
生
産
地
と
し
て
伸
び
て
い
く

た
め
に
は
、
球
根
の
栽
培
か
ら
切

欝

糞

花
の
生
産
ま
で
の
一
貫
し
た
生
産

体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
中
里
村

花
卉
生
産
組
合
で
は
、
県
の
複
合

営
農
集
団
育
成
事
業
を
取
り
入
れ
、

ト
ラ
ク
タ
ー
、
堀
取
機
、
梱
包
機

等
の
導
入
を
図
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
堀
取
収
穫
期
に

お
け
る
労
働
の
省
力
化
が
図
ら
れ
、

栽
培
面
積
も
拡
大
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
は

高値で売れてくれよ

転
作
作
物
と
し

て
も
、
年
々
栽

培
面
積
が
拡
大

し
て
い
く
も
の

と
思
わ
れ
、
農

業
所
得
の
安
定

に
つ
な
が
る
も

の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
花
卉
生
産
組

合
で
は
、
昭
和

五
十
八
年
に
は
、
現
在
の
約
二
倍

の
二
十
㎞
ま
で
栽
培
面
積
を
拡
大

す
る
構
想
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

機械格納庫

すべってころんで〃村民スキー教室

　晴天に恵まれた1月31日、六日町ミナミス

キー場において、公民館主催による村民スキ

ー教室が行われました。

　17名の参加者は、体協スキー部による親切

丁寧な指導を受けながら、白いゲレンデにき

れいなシュプールを描いていました。

　ゲレンデからながめる越後の山なみがとて

も美しく印象的でした。

懐
か
し
き
百
人
一

　
一
月
十
四
日
、
林
屋
旅
館
に
お

い
て
、
約
四
十
年
ぷ
り
に
百
人
一

首
の
会
（
や
よ
い
会
）
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
昭
和
十
四
～
五
年
の
こ
ろ
は
、

百
人
一
首
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
若

い
娘
さ
ん
の
家
に
青
年
男
女
が
集

ま
り
、
毎
晩
の
よ
う
に
カ
ル
タ
取

り
が
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
百
人
一
首
が
盛
ん
に
な
っ
た
の

ぜ舞監錘．

ハイもっとひざを曲げて
　　　　　　　　　　　　　　　　，ノ

や
諸
包

は
、
昔
バ
ク
チ
が
は
や
り
、
青
年

が
非
行
に
走
る
の
を
防
止
す
る
た

め
に
、
お
寺
の
坊
さ
ん
が
若
い
娘

　
さ
ん
に
百
人
一
首
を
教
え
た
の
が

　
は
じ
ま
り
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
集
ま
っ
た
八
名
の
仲
間
は
、
昔

　
の
思
い
出
を
か
み
し
め
る
よ
う
に

　
一
枚
ず
つ
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　くハ　へ　
早いネエー

簿
↑

　
、
．
ハ

木島平から嫁さんに来ました

一　　　夫婦で登場倉俣・斉喜雅基・喜代子さん

　高校を卒業して東京へ働きに行っていたとき、同じ会社に入社してきたのが

縁で結ばれました。一中里村はどうですか？　「嫁に来たばかりのころは

雪のたくさん降るのに驚き、〃めっちょげ〃〃しゃきらもね〃などの方言に苦

労しました」「けれども、こちらの人には温かさを感じます」一お互いの

どんなところにひかれましたか？　だんなさん「妹のように可愛いいところ」

おくさん「やさしいところ、朝早く起きてくれればほかには言うことありません」

　結婚生活は、言葉に言い表わせないほどいいものですよと話してくれました。

とマ◎’噸’
広報

7）“b30757．2．10

＊行・事・予・定＊
　※変更することがあります。
　・御用の際は担当課で確認を。
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一
月
十
四
日
、

村
内
の
い
た
る
所

で
鳥
追
い
（
雪
ん

洞
）
の
行
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
昔

七
ん
じ
ょ
う
と
い

う
鳥
が
た
く
さ
ん

い
て
、
稲
穂
を
喰

い
荒
し
た
た
め
、

年
の
始
め
に
、
雪

ん
洞
を
作
り
そ
の

中
で
ワ
ラ
を
燃
や

し
て
鳥
追
い
を
し
、

そ
の
年
の
豊
作
を

祈
願
し
た
も
の
で

す
。　
十
五
日
の
朝
は
、
松
焼
き
や
も

ぐ
ら
追
い
の
行
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
も
ぐ
ら
追
い
の
行
事

は
現
在
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　
白
羽
毛
の
樋
口
倶
吉
さ
ん
宅
で

は
、
今
で
は
と
て
も
珍
ら
し
い
作

飾
り
を
現
在
も
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
飾
り
は
大
き
な
ダ
ン
ゴ
の
木

の
枝
を
切
っ
て
き
て
、
イ
ス
ス
を

回
す
柄
の
所
へ
つ
け
、
そ
の
枝
に

ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
を
形
ど
っ

た
ダ
ン
ゴ
を
つ
け
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
下
で
田
植
え
の
ま
ね
や
田
の

　
　
　
　
　
　
　
草
取
り
の
ま
ね

　
　
　
　
　
　
　
を
し
て
、
豊
作

　
　
　
　
　
　
　
祈
願
を
行
っ
た

　
　
　
　
　
き
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
焼
　
　
　
　
　
　
ど
う

　
　
　
　
　
神
　
白
羽
毛
の
道

　
　
　
　
　
　
　
ろ
く
じ
ん

　
　
　
　
　
陸
陸
神
焼
き
は
、

　
　
　
　
　
道

　
　
　
　
　
毛
午
後
二
時
こ
ろ

　
　
　
　
　
羽

　
　
　
　
　
白
区
長
が
吹
く
ホ

　
　
　
　
　
　
　
ラ
貝
の
合
図
で

　
　
　
　
　
　
　
ダ
ン
ゴ
の
木
に

　
　
　
　
　
　
　
ダ
ン
ゴ
を
つ
け

田の草取りのマネをしているところ

た
も
の
を
持
っ
て
村
中
の
人
が
集

ま
り
、
道
陸
神
焼
き
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
木
と
青
竹
を
組
み
、
そ
の

回
り
に
ワ
ラ
や
松
飾
り
、
古
く
な

っ
た
掛
軸
な
ど
を
つ
け
て
燃
や
す

も
の
で
、
こ
の
火
で
焼
い
た
ダ
ン

ゴ
を
食
べ
る
と
無
病
息
災
で
一
年

が
過
ご
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

炎
の
中
で
青
竹
の
バ
ー
ン
バ
ー
ン

と
は
ね
る
音
は
と
て
も
激
し
く
、
こ

の
音
と
共
に
悪
魔
を
追
い
払
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
伝
統
的
な
行
事
は
、

い
つ
ま
で
も
残
し
た
い
も
の
で
す
。

先生シリーズ
　
倉
俣
か
ら
の
河
岸
段
丘

の
な
が
め
は
と
て
も
す
ば

ら
し
い
で
す
ね
、
と
語
る

倉
俣
小
学
校
の
若
い
先
生

を
紹
介
し
ま
す
。

1
出
身
地
は
ど
こ

倉
俣
小
学
校

　
横
山

正
夫
さ
ん

＠
＠
♂
⑤
編

で
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
導
し
た
い
」

　
「
糸
魚
川
市
で
す
」

1
趣
味
は
、

　
「
ス
キ
ー
と
音
楽
鑑
賞
で
す
」

「
は
じ
め
て
中
里
村
と
聞
い
た
と

き
、
湯
沢
町
の
中
里
と
感
違
い
を

し
て
、
ス
キ
ー
が
で
き
る
ぞ
と
喜

こ
ん
だ
ん
で
す
よ
」

ー
子
供
た
ち
の
印
象
は
、

　
「
と
て
も
素
直
で
い
い
ん
だ
け

ど
、
も
う
少
し
積
極
性
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

i
中
里
村
の
印
象
は
、

　
「
は
じ
め
て
の
教
師
生
活
な
の

で
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
ち

ら
の
人
は
、
と
て
も
温
か
い
感
じ

が
し
ま
す
ね
」

－
ー
教
育
方
針
は
、

　
　
　
　
　
　
「
自
分
の
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
自
分
で
で
き

1
父
兄
に
望
む
こ
と
は
、

　
「
子
供
た
ち
に
基
本
的
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
貰
い
た
い
」

1
雪
道
の
運
転
は
慣
れ
ま
し
た

か
？
　
「
や
あ
ー
、
ま
だ
ま
だ
雪
道
の

運
転
は
怖
い
で
す
ね
」

　
教
師
に
な
ら
れ
た
の
は
、
中
学

生
の
と
き
教
わ
っ
た
先
生
の
影
響

を
う
け
た
た
め
と
、
終
始
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

客2㈹
心配ごと相談日（老人センター）

村民教養講座「倉俣の史跡」
　　　　（創昊改善センター13：30～）

14（日）
休日救急医（富田医院02575－2－3269）
　　　　　（津南病院02576－5－3161）

17（水）
村民教養講座「すまいの工夫」
　　　　　　（総合センター13：30～）

19㈹
心記ごと相談日（老人センタ＝）

家庭教育講座「現代っ子の考え方とし
つ1力（総合センター13：30）

20Uゆ 農地転用〆切

21（日）

休日救急医（大島医院02575－2－2957）

村民娯楽大会（総合センター9：00～）

出稼現地懇談会（東京）

23㈹
村民教養講座「村の年中行事を知る」
　　　　　　（総合センター13：30～〉

24（水）
高齢者講座「一年間の反省」
　　　　　　　（老人センター9：30～）

25（木）

肥満教室（総合センター9：30～14：30）

村県民税申告相談日（東田尻センター・
小出センター9：30～16：00）

26③

村県民税申告相談日（高道山小学校・市
之越休養施設9：30～16：00）

国民年金定例楓蔽日（老人センター）
心配ごと相談日（老人センター）
行政相談日（老人センター）
婚前学級（総合センター18：30～21：00）

27（土） 村民スキーポール教室（津南スキー場）

28（日）

休日救急医（中条病院02575－7－3018）

村民アルペンスキー大会
　　　　　　　　　（津南スキー場）

瓢㈹
確定申告納税相談日（役場9二30～16：鯉）

貝野地区村民教養講座「人生に生きが
いを」（多目的センター13：30～）

3（水〉

家庭教育講座「家庭教育のあり方」
　　　　　　　（総合センター13：30～）
確定申告納税相談日（役場9：30～16：00）

4（荊
耐県民税申告相談日
　　　（役場芋沢～田中9：30～16：00）

5㈹

心配ごと相談日（老人センター）

村県民税申告相談日
　　（役場小原～通り山9：30～1600〉

7（日）
休日救急医（上村病院2111）
　　　　　（山ロ医院02575－5－2003）

8（月）

焼物教室（総合センター13：30～）

村県民税申告相談日（倉俣改善センタ
ー・清田山センター9：30～16：00）

9㈹

確定申告納税相談日
　　　　（老人センター9：30～16：00）

清津峡地区家庭教育講座「ゲームで親
子のふれあい」（清津峡小学校13130）

10（水）

農業者年金定例相談日（産業課）

村県民税申告相談日（堀之内センター・
宮中センター9：30～16：00）

備考

村県民税申告相談日
＜3月11日＞田代センター・重地公民館
　　　　　　　　　　（9：30～16：00）
＜3月12日＞土倉分校（10：00～15：00）

＜2月26日〉中里村農業委員会

：‘・

婚

前

学

級

を

開

催

し

ま

す

　
こ
れ
か
ら
結
婚
さ
れ
る
皆
さ
ん

を
対
象
に
、
役
場
保
健
課
で
は
左

記
の
と
お
り
婚
前
学
級
を
開
催
し

ま
す
。

　
健
康
で
明
る
い
家
庭
を
築
く
た

め
の
、
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

ぜ
ひ
二
人
で
お
い
で
に
な
り
、
男

女
の
あ
り
方
、
家
族
計
画
に
つ
い

て
話
し
合
う
機
会
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
日
時
　
二
月
二
十
六
日
㈹

　
　
　
　
午
後
六
時
半
～
九
時

☆
場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー

☆
内
容

・
男
女
の
体
の
し
く
み
、
性
に
つ

　
い
て

・
家
族
計
画
に
つ
い
て

☆
講
師

　
上
村
病
院
　
高
木
成
子
先
生

固
定
資
産
課
税
台
帳

　
　
縦
覧
の
延
期
〃
”

　
従
来
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
は
三
月
一
日
～
三
月
二
十
日

ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

は
、
法
律
改
正
の
都
合
に
よ
り
、

四
月
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
三
月
号
に
掲
載
す

る
予
定
で
す
。

◎
十
日
町
の
雪
ま
つ
り
に
行
く

と
き
は
、
駐
車
場
が
少
な
い
の

で
、
汽
車
や
バ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。


